2014年12月度防災委員会議事メモ
平成26年12月27日

開催日時：平成26年12月27日（土）　10時00分～12時00分
会　　場：バームハイツ西葛西　バームルーム
出 席 者：（以下、敬称略）
101 塩瀬、414 関根、416 小野、618 加藤、716 佐々木、911 福本、115 河本（書記）
欠席： 107 高木、213 石川、509 稲積

1． 検討事項・決定事項
議事内容

（1） 防災グッズ
　①購入決定のグッズについては、支払い処理の段階
②継続
テレビ　・・・　選定する
　　トランシーバー　・・・　なぎさニュータウンは利用している
　　非常用階段避難車　・・・　継続検討。評価の観点を整理する

（2） 報告
①非常用発電機
館内消防設備用（消火栓）。他の用途で使用は、法律上の問題はない。
②感震ブレーカーについて
電源復旧は全戸一斉。そのときに火災にならないように。
　不在のときにブレーカーが落ちるという安心感はある。
停電のときに電化製品を確認する。
　異常電流が流れている場合に電源が落ちるような仕組みがあればいい。
　全戸アンケートをしてみる。事例を挙げる。感震ブレーカーの利点を記載。付ける・付けない。→案を河本までメールで。まとめは河本。
　ブレーカーを上げるときには、細心の注意を払うことをうったえることが大事。
　避難するときに本部に届けてもらう。そのときのチェック項目としてブレーカーを落とすという点を入れる。
　補助金を出す行政もある。
③避難所開設協議会
　活動班の２名は、関根、河本の２名とする。
訓練には防災委員会全員で参加する。
西葛西小学校のホームページ
http://edogawa.schoolweb.ne.jp/nishikasai-e/

（３）防災マニュアル（防災マニュアル参照）
1 食べ物、飲み物については書かない。備蓄があるものと勘違いする。（ｐ３）
2 発生直後に集合はしないようにする。対策本部に関わる方は集合する。
3 居住者用のマニュアルと本部用のマニュアルを分けた方が良い。
4 ドキュメントの体型を決める。全体像とスタッフ・居住者で分ける。
5 共助から公助の情報連携が発生するため、生活が戻るまでは縮小／廃止はできない。
6 備蓄の推奨パターンをお知らせする。（レトルト食品、トイレットペーパーなど）

→持ち帰り次回までに確認する。

　　最初に大きな考え方・方針を整理しておくことが大事。
全体像をつくる。
　　東洋経済　写真と説明のシンプルなもので、わかりやすい。
　　中学生を巻き込んで復旧にあたる。力になる。
　　最近、ガス漏れ事故があった。緊急連絡先により連絡できたが、現行化されていない。電子化する。
　　備品として火鉢、ろうそくがあったほうがいい。
　　基本は自助。食料も自己責任
　　消防訓練と防災訓練に分けている。
　　トイレ。固めるトイレ。
　　マンション内で下水につながるマンホールはあるか？新築マンションが参考になる。

以上

次回　日程

新年会		1月11日（日）14:00～　バームルーム
　出席：福本さん、佐々木さん
防災委員会	1月24日（土）13:00～　バームルーム
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